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教授

平成２６年度　教員活動における年度目標・自己点検結果シート（１枚目）

浦崎　武 所　　属

領
域

教育学部　附属発達支援教育実践センター 職　　名

0.00

0.15

名　　前

・発達支援教育実践センターの発達障がい児への実践トータル支援（全14回）
・発達支援教育実践センターの教育相談、支援活動（事例数70名、セッション数550）
・発達支援教育実践センターの現職教員、支援員、専門家の事例研究会（月１回、全8
回）
・発達支援教育実践センターの出前八重山トータル支援教室・巡回相談会（６回）
・発達支援教育実践センターの沖縄市、浦添市、多良間村の相談、研修、会議（全10回）

進
路
指
導

社
会
貢
献

0.35

0.25

・外部資金を獲得の諸作業（科研費、海事業：日本財団、県委託事業3件）
・トータル支援事業の論文作成のための研究会と学会シンポ企画発表（約月2回、全14
回）
・トータル支援事業の実践研究を行い、研究成果を報告する実践支援セミナーの開催（1
回）
・実践研究論文（紀要2編）作成のための臨床実践（事例数70名、セッション数550）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会（月1回、全8回）

業務
ウェイト比
（予定）

平成２６年度　年度目標設定

・発達支援教育実践センター運営委員会（２回）
・教授会および発達支援教育実践センター関連委員会（１２回）
・附属小学校・附属中学校との連携子ども支援：支援教育に関する校内委員会（１0回）
・附属小学校の支援を必要とする子どもへの連携支援：巡回相談（月１回、全１1回）
・発達支援教育実践センターの外部予算獲得のための研究構想の諸作業（２件提出）

・発達支援教育実践センターの発達障がい児への実践トータル支援（全14回）
・発達支援教育実践センターの教育相談、支援活動（事例数約70名、セッション数約550）
・発達支援教育実践センターの現職教員、支援員、専門家の事例研究会（月１回、全8回）
・発達支援教育実践センターの出前八重山トータル支援教室・巡回相談会・生涯公開講座
等（８回）
・発達支援教育実践センターの沖縄市、那覇市、宜野湾市、多良間村の相談、研修、会議
（全10回）

平成２６年度　年度末自己点検結果

・発達支援教育実践センター運営委員会（２回）
・教授会および発達支援教育実践センター関連委員会（１２回）
・附属小学校・附属中学校との連携子ども支援：支援教育に関する校内委員会（１０回）
・附属小学校の支援を必要とする子どもへの連携支援：巡回相談（月１回、全１０回）
・発達支援教育実践センターの外部予算獲得のための研究構想の諸作業（２件提出）

業務
ウェイト比
（実績）

管
理
運
営

教
育

0.25

0.35

・学部・大学院への授業科目、修論指導（学部３科目、大学院４科目）
・子どもたちの参加による実践トータル支援事業による実践教育の場の提供と実践教育
・支援プログラムの内容の選定および実践教育　(約月2回、全14回）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会による実践教育（月1回全8回）
・実践事例に基づくに発達勉強・研修会（全８回）

・外部資金を獲得の諸作業（科研費、海事業日本財団、学力向上県委託事業、琉球大学後
援財団）
・トータル支援事業の論文作成のための研究会と学会シンポ企画発表（約月2回、全14回）
・トータル支援事業の実践研究を行い、研究成果を報告する実践支援セミナーの開催（1回）
・実践研究論文（紀要2編）作成のための臨床実践（事例数70名、セッション数550）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会（月1回、全8回）

0.25

研
究

・学部・大学院への授業科目、修論指導（学部３科目、大学院４科目）
・子どもたちの参加による実践トータル支援事業による実践教育の場の提供と実践教育・
支援プログラムの内容の選定および実践教育　(約月2回、全14回）
・現職教員、支援員および他領域の専門家との事例研究会による実践教育（月1回全8
回）
・実践事例に基づくに発達勉強会（全6回）

0.25

0.15

0.00

0.00

計 1.00 1.00

　 0.00


